
●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
資
金
ポ
ケ
ッ
ト

何
か
を
買
い
た
い
と
き
や
何
か
を
し
た
い
と
き
、

ま
ず
お
金
が
あ
る
か
ど
う
か
考
え
る
。
足
り
な
い

場
合
は
ど
う
工
面
す
る
か
、
思
案
に
暮
れ
る
。

こ
れ
は
個
人
だ
け
の
話
で
な
く
、
企
業
で
も
国

家
で
も
同
じ
で
あ
る
。
国
の
場
合
、
経
済
成
長
の

た
め
に
お
金
が
必
要
で
あ
る
。
お
金
に
困
っ
た
と

き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
い
く
つ
か
の
資
金
ポ
ケ

ッ
ト
が
あ
っ
た
。
外
国
援
助
、
外
国
投
資
、
石
油

収
入
と
華
人
資
金
で
あ
る
。

外
国
援
助
は
、
毎
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
支
援
す

る
国
と
国
際
機
関
の
集
ま
り
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
支
援
国
会
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｉ
）
に
よ
っ
て
援
助
額
が

決
め
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
財
政
赤
字
を
補
っ

て
き
た
。
外
国
投
資
は
、
通
貨
危
機
ま
で
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
高
度
成
長
の
源
泉
だ
っ
た
。
こ
れ
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
の
現
象
で
は
な
く
、
一
九
九

○
年
代
に
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う

流
行
言
葉
の
下
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
多
く
の

海
外
資
金
が
流
入
し
た
。
し
か
し
通
貨
危
機
を
境

に
資
金
流
出
の
激
し
か
っ
た
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
あ
っ
た
。
石
油
収
入
に
つ
い
て
は
、
原
油
が
主

要
な
輸
出
産
品
で
あ
り
、
価
格
が
高
く
な
れ
ば
国

庫
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
重
要
な
資
源
で
あ
っ
た
。

華
人
資
金
は
最
も
よ
く
人
々
の
口
に
上
る
が
実
態

は
わ
か
ら
な
い
資
金
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

何
か
説
明
の
つ
か
な
い
こ
と
は
、｢

華
人
資
金
が

動
い
て
い
る｣

と
い
え
ば
、
も
っ
と
も
ら
し
く
聞

こ
え
、
誰
も
反
論
で
き
な
い
。
そ
の
反
対
に
誰
も

証
明
で
き
な
い
の
が
華
人
資
金
で
あ
る
。

●
新
た
な
ポ
ケ
ッ
ト
と
な
る
か
│
国
内

資
金

こ
れ
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
が
不
確
か
な
今
、
ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
は
国
内
資
金
に
注
目
し
て
い
る
。
な
ぜ

不
確
か
な
の
か
。

ま
ず
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
に
と
っ
て
も
予
定
外
だ

っ
た
の
が
世
界
的
な
原
油
高
で
あ
る
。
元
来
、
原

油
産
出
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
原
油
高
は
恩
恵
を

も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
一
時
的
に
原
油
の
純
輸
入
国
に
な
っ

た
。
一
時
的
で
は
あ
れ
、
原
油
の
流
れ
の
方
向
が

変
わ
っ
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
の
趨
勢

が
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
外
国
援
助

で
あ
る
が
、
通
貨
危
機
以
降
Ｉ
Ｍ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
管
理
下
に
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

に
頼
ら
な
い
自
立
的
な
経
済
運
営
を
目
指
し
て
二

○
○
三
年
末
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
卒
業
し
た
。
そ
の

際
、
膨
張
し
続
け
る
外
国
援
助
に
歯
止
め
を
か
け

る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
援

助
に
も
追
加
的
な
支
援
は
望
め
な
い
。

一
方
、
危
機
以
降
大
量
流
出
が
続
い
た
外
国
投

資
は
、
二
○
○
四
年
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
。
二

○
○
四
年
の
外
国
直
接
投
資
は
一
○
億
ド
ル
、
二

○
○
五
年
は
六
月
ま
で
に
二
六
億
ド
ル
が
純
流
入

し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
安
定
的
で
あ
る
保
証
は
な

い
。
同
時
に
海
外
へ
逃
避
し
て
い
た
華
人
資
金
も

戻
り
始
め
た
と
言
わ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
測
り
よ

う
の
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
形
で

戻
っ
て
き
て
い
る
か
は
定
か
で
な
く
、
政
府
に
と

っ
て
は
具
体
的
な
頼
り
よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

二
○
○
四
年
一
○
月
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
メ

ガ
ワ
テ
ィ
前
大
統
領
か
ら
比
較
的
安
定
し
た
経
済

状
況
で
政
権
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
前
政
権
の
経
済
政
策
の
成
果
と
し
て
の
安

定
で
は
な
く
、
堅
調
な
世
界
経
済
の
恩
恵
に
よ
る

受
け
身
の
安
定
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
が

抱
え
る
問
題
は
、
手
付
か
ず
の
ま
ま
新
政
権
に
委

ね
ら
れ
た
。
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
そ
う
し
た
比
較
的

安
定
し
た
経
済
状
況
を
下
地
と
し
て
経
済
成
長
の

た
め
の
青
写
真
を
描
い
た
。
二
○
○
五
年
一
月
に

図１　マーシャルの k

（出所）インドネシア中央銀行（http://www.bi.go.id）。
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は
、
経
済
成
長
の
威
信
を
か
け
て
イ
ン
フ
ラ
・
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
世
界
各
国
の
経
済
界
首
脳
を

招
い
た
サ
ミ
ッ
ト
の
中
で
二
○
○
五
〜
二
○
○
九

年
の
五
年
間
、
年
六
・
六
％
の
経
済
成
長
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
総
額
一
四
五
○
億
ド
ル
の
イ
ン

フ
ラ
へ
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
成
長
に
は
外
国
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
外
国
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、

魅
力
あ
る
投
資
先
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
金
額

を
提
示
し
、
国
内
外
に
対
し
て
経
済
成
長
へ
の
意

気
込
み
を
示
し
た
と
い
え
る
。
で
は
こ
の
金
額
を

ど
う
工
面
す
る
か
。
一
四
五
○
億
ド
ル
の
う
ち
一

七
％
（
二
五
○
億
ド
ル
）
は
財
政
で
、
二
一
％
（
三

○
○
億
ド
ル
、
約
三
○
○
兆
ル
ピ
ア
）
は
国
内
金

融
市
場
で
賄
う
と
し
て
い
る
。
残
り
六
二
％
の
う

ち
一
○
％
を
外
国
援
助
か
ら
、
九
○
％
を
国
内
外

の
民
間
資
金
で
賄
い
た
い
と
し
て
い
る
。

●
経
済
環
境
の
変
化

こ
う
し
た
積
極
的
な
経
済
政
策
の
裏
で
は
財
政

の
引
き
締
め
が
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
二
○
○

五
年
の
大
き
な
課
題
は
、
財
政
赤
字
幅
を
圧
縮
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
財
政
予
算
で
最
も

問
題
視
さ
れ
る
石
油
燃
料
補
助
金
の
見
直
し
に
政

府
が
着
手
し
た
そ
の
矢
先
に
原
油
価
格
が
高
騰
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
原
油
急
騰
に
よ
っ
て
石
油
燃
料
補
助
金
が

増
加
し
、
財
政
を
逼
迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

ル
ピ
ア
は
急
落
し
た
。
為
替
安
、
原
油
高
に
よ
る

イ
ン
フ
レ
率
上
昇
に
対
処
す
る
た
め
、
中
央
銀
行

は
下
げ
止
ま
っ
て
い
た
金
利
を
引
き
上
げ
始
め
た
。

二
○
○
五
年
一
○
月
、
政
府
は
燃
料
価
格
を
平
均

一
○
八
％
引
き
上
げ
る
と
い
う
勇
断
を
下
し
、
そ

の
三
日
後
、
中
央
銀
行
は
七
月
よ
り
導
入
し
た
中

銀
レ
ー
ト
（B

I rate

）
を
一
一
％
に
引
き
上
げ
た
。

●
動
員
で
き
る
国
内
資
金
は
何
か

当
初
想
定
し
て
い
た
経
済
情
勢
が
変
化
す
る
な

か
、
利
用
で
き
る
国
内
資
金
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
で

お
金
が
ど
れ
位
回
っ
て
い
る
か
み
る
。
図
１
は
Ｍ

２
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
。
こ
の
マ
ー

シ
ャ
ル
の
ｋ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
世
の
中
に
多

く
の
お
金
が
出
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、

こ
の
値
は
途
上
国
の
金
融
部
門
の
発
展
度
合
い
を

測
る
際
の
主
な
指
標
の
一
つ
で
も
あ
る
。
図
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ｋ
は
危
機
直

後
の
一
九
九
八
年
を
ピ
ー
ク
に
低
下
し
て
お
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
お
金
に
対
す
る
需
要
が
あ
ま

り
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

危
機
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
回
復
は
、
金
融

部
門
を
介
在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
銀
行
部
門
に
目
を
移
す
と
、
状
況
は
通

貨
危
機
前
後
で
大
き
く
変
化
し
て
い
る
（
図
２
）。

危
機
以
前
、
預
金
と
貸
出
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
伸
び

て
い
た
。
危
機
以
降
、
預
金
は
一
本
調
子
に
増
え

て
い
る
が
、
貸
出
は
一
時
大
き
く
減
少
し
、
そ
の

後
増
え
て
い
る
も
の
の
、
預
金
の
六
割
程
度
で
あ

る
。
二
○
○
五
年
七
月
の
貸
出
残
高
は
六
三
六
兆

ル
ピ
ア
（
約
六
三
○
億
ド
ル
）、
平
均
預
貸
比
率

は
五
四
％
で
あ
る
。
こ
の
貸
出
は
ど
の
よ
う
に
配

分
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
図
３
〜
５
）。
部

門
別
で
は
、
民
間
企
業
が
五
割
を
占
め
る
が
、
個

人
向
け
も
四
割
を
超
え
る
。
貸
出
の
種
類
で
は
消

費
向
け
が
三
分
の
一
を
占
め
る
。
産
業
分
野
別
で

は
、
ど
の
産
業
に
も
分
類
さ
れ
ず
中
身
が
は
っ
き

り
し
な
い
「
そ
の
他
」
の
項
目
が
最
も
多
く
三
割

弱
あ
る
。
ち
な
み
に
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
該
当
す
る

ガ
ス
・
電
気
・
水
道
、
建
設
、
輸
送
な
ど
へ
の
貸

出
は
八
％
で
、
二
○
○
四
年
の
こ
の
分
野
へ
の
純

増
額
は
一
○
兆
ル
ピ
ア
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
内
金
融
部
門
に
目
を
向
け
る

と
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
国
内
資
金
で
賄
え
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
よ
り
、
銀
行
部
門
が
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
こ
と
が
よ
り
大
き
な
問
題
で
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
く
。
と
く
に
、
貸
出
が
消
費
向
け

信
用
に
つ
ぎ
込
ま
れ
、
投
資
に
回
っ
て
い
な
い
こ

と
は
深
刻
で
あ
る
。

で
は
銀
行
は
ど
の
よ
う
な
形
で
資
産
を
も
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
○
○
五
年
六
月
の
上
位
五

行
（
全
銀
行
資
産
の
五
五
％
を
占
め
る
）
の
総
資

産
に
占
め
る
貸
出
金
の
割
合
は
、
平
均
五
七
％
、

国
債
が
三
○
％
、
中
銀
証
書
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
）
が
六
％
、

有
価
証
券
が
四
％
で
あ
る
。
国
債
が
い
ま
だ
三
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
銀
行
が
危
機
後
の
再
建

策
時
か
ら
ま
だ
十
分
に
脱
し
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
銀
行
の
金
融
仲
介
機
能
は
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
が
、
国
内
の
金
融
資
産
残
高
の
六

割
（
危
機
以
前
は
八
割
）
を
占
め
る
銀
行
資
金
を

活
用
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
に
き
て
不
良
債
権
比
率
が
、
中
央
銀
行
の
規
定

す
る
五
％
の
水
準
を
超
え
た
。
安
易
な
貸
出
増
加

図２　預金・貸出残高推移

（出所）図１に同じ。

預金 
12,00,000 

1,00,000 

800,000 

600,000 

400,000 

200,000 

0

19
91
年
1月
 

19
92
年
1月
 

19
93
年
1月
 

19
94
年
1月
 

19
95
年
1月
 

19
96
年
1月
 

19
97
年
1月
 

19
98
年
1月
 

19
99
年
1月
 

20
00
年
1月
 

20
01
年
1月
 

20
02
年
1月
 

20
03
年
1月
 

20
04
年
1月
 

20
05
年
1月
 

貸出 

（10億ルピア） 

図３　部門別貸出（2005 年５月）

（出所）図１に同じ。

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

（％） 

公的部門 

1.3

国営企業 

2.4

地方政府 

0.1

民間企業 

52.4

個人 

43.8

アジ研ワールド・トレンド No.123（2005．12）─1617─アジ研ワールド・トレンド No.123（2005．12）



は
、
銀
行
危
機
を
再
燃
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
銀

行
は
、
リ
ス
ク
と
収
益
確
保
お
よ
び
成
長
部
門
へ

の
貸
出
と
い
う
課
題
を
抱
え
な
が
ら
仲
介
機
能
の

向
上
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
国
内
資
金
│
資
本
市
場

こ
う
し
た
銀
行
部
門
を
よ
そ
に
株
式
市
場
は
活

発
で
あ
っ
た
。
企
業
の
資
金
調
達
で
は
、
と
く
に

事
業
債
に
よ
る
調
達
が
急
増
し
、
二
○
○
四
年
は

一
八
兆
ル
ピ
ア
（
二
○
○
五
年
八
月
で
八
兆
ル
ピ

ア
）
発
行
さ
れ
た
。
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
は
二

○
○
四
年
が
六
・
五
兆
ル
ピ
ア
で
あ
る
。
二
○
○

四
年
の
民
間
企
業
へ
の
銀
行
貸
出
純
増
分
は
四
六

兆
ル
ピ
ア
で
あ
り
、
貸
出
の
三
五
％
に
相
当
す
る

額
が
事
業
債
の
形
で
調
達
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
投
資
側
の
様
子
を
み
る
と
、
二
○
○
二
年

か
ら
投
資
信
託
の
伸
び
が
著
し
い
。
二
○
○
五
年

一
月
の
残
高
は
一
一
一
兆
ル
ピ
ア
に
上
る
。
同
時

期
の
預
金
総
額
は
九
五
一
兆
ル
ピ
ア
で
あ
り
、
預

金
の
一
割
強
に
相
当
す
る
金
額
が
投
信
市
場
に
吸

収
さ
れ
て
い
る
。
投
信
市
場
が
活
発
化
し
た
背
景

に
は
、
金
利
低
下
局
面
で
国
債
保
有
高
を
圧
縮
し

た
い
銀
行
が
、
国
債
を
利
用
し
た
投
信
の
設
定
を

増
や
し
た
こ
と
が
あ
る
。投
信
残
高
の
八
五
％（
九

四
兆
ル
ピ
ア
）
が
国
債
を
組
み
入
れ
た
投
信
で
、

株
式
型
は
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
預
金
利
息

は
二
○
％
課
税
さ
れ
る
が
投
信
は
（
初
め
の
五
年

間
に
限
り
）
課
税
さ
れ
な
い
た
め
、
預
金
か
ら
乗

り
換
え
る
投
資
家
が
個
人
を
含
め
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
金
融
商
品
が
多
様
化
し
、
預
金
以

外
に
運
用
す
る
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、
金
融

市
場
の
発
展
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
債
と
い
っ
て
も
危
機
時
に
痛
ん
だ
銀

行
を
再
建
す
る
た
め
の
資
本
注
入
国
債
で
あ
る
た

め
、
現
在
投
信
に
資
金
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
も
、
実

物
部
門
に
再
投
資
さ
れ
経
済
成
長
を
押
し
上
げ
る

効
果
は
持
た
な
い
。
ま
た
、
こ
の
投
信
も
一
時
的

な
現
象
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
金
利
上
昇
を

受
け
て
残
高
が
激
減
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二

○
○
五
年
八
月
に
は
残
高
が
六
六
兆
ル
ピ
ア
、
う

ち
国
債
投
信
は
四
二
兆
ル
ピ
ア
に
半
減
し
て
い
る
。

し
か
し
、
株
式
投
信
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
債
だ
け
で
な
く
様
々
な
商
品
を
扱
っ
た
投

信
市
場
が
定
着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
こ
こ
数
年
の
投
信
市
場
を
め
ぐ
る
動
き

を
見
て
い
る
と
、
余
裕
資
金
を
も
つ
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
民
は
市
場
動
向
に
非
常
に
敏
感
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
従
っ
て
投
資
対
象
と
し
て
魅
力
的
な

商
品
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
国
内
資
金
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

●
内
外
資
金
動
員
に
必
要
な
も
の

こ
の
よ
う
に
国
内
資
金
の
現
状
は
政
府
が
想
定

す
る
も
の
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
政
府
が

掲
げ
た
目
標
値
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
の
要
素
も

あ
り
、
資
金
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
に
は
よ
り
現
実

的
な
試
算
の
積
み
上
げ
が
必
要
と
な
る
。

通
常
、
国
家
の
資
金
繰
り
の
帳
尻
は
、
国
の
借

金
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
国
債
発
行
は
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
よ
う
や
く
二
○
○
二
年
に
財
政
赤
字
補

填
の
た
め
と
し
て
発
行
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
で
あ

る
。
初
年
度
は
二
兆
ル
ピ
ア
だ
っ
た
が
、
二
○
○

三
年
は
一
一
兆
ル
ピ
ア
、
二
○
○
四
年
に
は
三
二

兆
、
二
○
○
五
年
は
四
三
兆
ル
ピ
ア
と
増
え
続
け

て
い
る
。
財
政
赤
字
を
国
債
で
賄
う
に
は
規
律
あ

る
財
政
管
理
が
要
求
さ
れ
る
。
国
債
に
よ
る
安
易

な
赤
字
補
填
を
行
え
ば
、
燃
料
補
助
金
削
減
と
い

っ
た
財
政
構
造
の
改
善
に
よ
う
や
く
着
手
し
た
現

在
の
努
力
は
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。

経
済
成
長
す
る
に
は
外
国
投
資
を
活
用
し
た
方

が
手
っ
取
り
早
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
に
資
金
が
必
要
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ

る
。
し
か
し
、
外
国
投
資
に
と
っ
て
は
真
新
し
い

道
路
よ
り
も
、
燃
料
価
格
の
引
き
上
げ
で
イ
ン
フ

レ
懸
念
の
高
ま
る
な
か
、
政
府
が
規
律
あ
る
財
政

運
営
を
行
い
、
マ
ク
ロ
経
済
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
政
治
・
社
会

の
安
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

国
内
金
融
市
場
が
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
、
資
金
を
ど
の
よ
う
に
動
員

す
る
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
規
律
あ

る
財
政
運
営
を
行
い
つ
つ
、
銀
行
部
門
の
仲
介
機

能
の
向
上
、
国
債
市
場
や
株
式
市
場
の
整
備
・
拡

充
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
内
外
の
資
金
を
吸
収
す
る

方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
は 

ま
だ　

み
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
）

図 4　種類別貸出（2005 年５月）

（出所）図１に同じ。
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図５　分野別貸出（2005 年５月）

（出所）図１に同じ。
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